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 要  旨   本研究は、日本の医療現場における文化的特徴に基づき、看護実践を行う専門

職として新人看護師に求められる対人能力を評価するための「新人看護師の専門

職としての対人能力評価尺度（PICASN）」を開発し、信頼性と妥当性を検証するこ

とを目的とした。 

3～5 年の経験がある先輩看護師が新人看護師に求める対人能力の質的研究の結

果と文献検討に基づき 42 項目の質問紙を作成した。次に、臨床看護師や看護系大

学教員 10 名によって 42 項目の質問紙の内容妥当性を検証した。その後、中国・

四国地方 19 病院の 1～2 年目の新人看護師 797 名に調査を依頼し、203 名のデー

タを分析対象とした。探索的因子分析により 2 因子構造 27項目であることが明ら

かになった。内的一貫性および尺度全体の信頼性も高かった。 

PICASN は、先輩看護師が新人看護師に求める対人能力を含んだ独自の尺度であ

り、チーム医療の中で新人看護師に求められる専門職としての対人能力も測定で

きる尺度である。 

本結果は、今後の新人看護職者の離職予防や職場における対人関係の課題を考

えるうえで、その社会的意義は大きく博士の学位授与に値すると判定した。  

 


